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・楽しかった。前を向いて走ることが、気分的にも大切だと習いました。
・福士さんは犬の散歩を毎日していて、走るのが速くなったと聞いて、びっくりしました。
・とても明るい方で、一緒に走るのが楽しかったです。

京のスポーツ夢バンク
参加児童の感想



まち＊むらの 話題

笠
置
町

笠
置
町

和
束
町

秋
の
笠
置
ほ
っ
こ
り
市
が
開
か
れ
ま
し
た

　

笠
置
ま
ち
づ
く
り
（
株
）
が
主

催
す
る
、
笠
置
町
の
食
の
魅
力
発

信
イ
ベ
ン
ト
「
笠
置
ほ
っ
こ
り

市
」
が
今
年
２
月
に
続
き
、
11
月

5
日
（
土
）
・
6
日
（
日
）
、
笠

置
町
産
業
振
興
会
館
前
の
広
場
で

お
こ
な
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
約

３
０
０
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。
笠
置
町
の
特
産
品
を
は
じ

め
、
笠
置
の
食
を
使
用
し
た
弁
当

や
き
じ
釜
飯
、
鮎
の
塩
焼
き
や
鹿

肉
の
ど
て
煮
、
竹
加
工
品
や
木
工

製
品
な
ど
が
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

や
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
の
発
表

の
他
、
６
日
に
は
ご
当
地
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
大
集
合
し
大
い
に
賑
わ

い
ま
し
た
。

ジ
ン
グ
ル
★
ウ
ィ
ー
ク
２
０
２
２

に
笠
置
ま
ち
づ
く
り
会
社
が
出
店

　

毎
年
、
河
原
町
御
池
の
地
下
街
「
ゼ
ス
ト
御
池
」
で
お
こ

な
わ
れ
て
い
る
「
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
・
ジ
ン
グ
ル
★
ウ

ィ
ー
ク
2
0
2
2
」
が
今
年
も
12
月
15
日
（
木
）
〜
25
日

（
日
）
ま
で
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
茶
の

京
都
Ｄ
Ｍ
Ｏ
か
ら
の
依
頼
で
笠
置
町
の
特
産
品
の
販
売
や
観

光
の
Ｐ
Ｒ
を
す
る
た
め
、
笠
置
ま
ち
づ
く
り
（
株
）
が
出

店
い
た
し
ま
す
。
出
店
日
時
は
12
月
24
日
（
土
）
と
25
日

（
日
）
の
正
午
か
ら
午
後
７
時
ま
で
で
す
。
お
な
じ
み
笠
置

サ
イ
ダ
ー
や
笠
ど
ら
、
雲
海
も
ち
、
は
ち
み
つ
、
椎
茸
、
竹

加
工
品
な
ど
販
売
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

令
和
４
年
度
茶
源
郷
和
束

フ
ォ
ト
＆
ス
ケ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
展
示・表
彰
式
の
開
催

　

11
月
12
日
（
土
）
・
13
日
（
日
）
、
グ
リ
ン
テ
ィ
和
束
で

地
域
力
推
進
協
議
会
主
催
に
よ
る
、
令
和
４
年
度
茶
源
郷 

和
束
フ
ォ
ト
＆
ス
ケ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
展
示
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
計
62
作
品
が
全
て
展
示
さ
れ
、
13
日
の
表
彰
式

に
は
入
選
者
10
人
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
遠
く
か
ら
お
越
し
の
方
も
多
く
、
た
く
さ
ん
の

方
に
来
場
い
た
だ
き
、
数
々
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
楽
し
ん

で
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

入
選
作
品
は
、
和
束
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。
ま
た
、
グ
リ
ン
テ
ィ
和
束
入
口
で
も
展
示
予
定
で
す

の
で
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

第
31
回
笠
置
解
放
文
化
祭
開
催

　

11
月
12
日
（
土
）
、
笠
置
会
館
に
て
第
31
回
笠
置
解
放
文

化
祭
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
に
見
舞
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
た
中

で
、
作
品
展
示
や
舞
台
発
表
、
模
擬
店
の
出
店
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
が
行
わ
れ
、
秋
が
深
ま
り
つ
つ
あ
る
1
日
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

来場者でにぎわう会場

表彰式の様子

小学部和太鼓

作品展示
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和
束
町

南
山
城
村

南
山
城
村

まち＊むらの 話題

 「
茶
源
郷
和
束
オ
ン
ラ
イ
ン
体
験
ツ
ア
ー
」

と
「
茶
畑
3
6
0
度
」P
R
動
画
が
完
成

　

10
月
29
日
（
土
）
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
、
お
も
て
な
し
茶
会
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

国
内
外
22
ヶ
国
の
方
が
参
加

さ
れ
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
日
本

茶
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
、

お
茶
の
淹
れ
方
や
日
本
の
茶
文

化
、
お
茶
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
お

楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
し
く
完
成
し
た
２

つ
の
Ｐ
Ｒ
動
画
も
ご
視
聴
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｒ
動
画
は
、
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
ま
た
は
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
和
束
町
役
場
地
域
力
推
進
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
0
0
2

　
　
　
　
　
HP  https://w

w
w

.tow
n.w

azuka.lg.jp/kanko_
tokusan/kankojoho/PRdouga/3246.htm

l

西
日
本
旅
客
鉄
道（
J
R
西
日
本
）

阪
奈
支
社
へ
意
見
交
換
に
訪
問
し
ま
し
た

　

10
月
20
日
（
木
）
、
平
沼
村
長
が
西
日
本
旅
客
鉄
道

（
株
）
阪
奈
支
社
へ
訪
問
し
、
今
後
の
J
R
関
西
本
線
の
在

り
方
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
の
取
り
組
み
、
観
光
に
よ
る

連
携
な
ど
の
意
見
交
換
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
西
日
本
旅
客

鉄
道
（
株
）
阪
奈
支
社
か
ら
は
、
水
口
支
社
長
、
兒
嶋
副
支

社
長
に
ご
対
応
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

水
口
支
社
長
か
ら
は
、
「
依
然
と
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
も
含

め
て
J
R
関
西
本
線
の
厳
し
い
状
況
が
あ
る
一
方
、
関
西
圏

を
中
心
と
し
て
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
お
役
に
た
て
る
よ

う
、
地
域
共
生
室
を
設
け
、
地
域
と
と
も
に
沿
線
の
活
性
化

や
地
域
公
共
交
通
の
在
り
方
を
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
」

と
い
う
お
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

村
と
し
て
も
、
よ
り
一
層

の
鉄
道
利
用
に
つ
な
が
る
利

用
促
進
や
、
都
市
部
で
の
観

光
P
R
を
含
め
た
多
様
な

戦
略
を
西
日
本
旅
客
鉄
道

（
株
）
様
と
共
有
し
、
相
互

に
提
案
す
る
こ
と
と
し
て
有

意
義
な
意
見
交
換
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

南
山
城
村
で
は
引
き
続
き

「
J
R
関
西
本
線
（
加
茂
以

東
）
沿
線
地
域
公
共
交
通
計

画
」
に
沿
っ
て
、
鉄
道
利
用

を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
交
通
モ
ー
ド
の
利
活
用
に

よ
り
、
地
域
の
み
な
さ
ん
や

公
共
交
通
事
業
者
と
と
も
に

住
み
や
す
い
村
づ
く
り
を
す

す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ラ
イ
フ
ド
ラ
イ
バ
ー
サ
ポ
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
か
れ
ま
し
た

　

10
月
20
日
（
木
）
、
京
都
府
交
通
安
全
協
会
主
催
の
ラ
イ

フ
ド
ラ
イ
バ
ー
サ
ポ
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
や
ま
な
み
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
は
65
歳
以
上
の
運
転
免
許
保
有
者
を
対
象
に
、

安
全
運
転
を
継
続
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
京
都

府
南
部
地
域
で
初
め
て
お
こ
な
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

参
加
し
た
16
人
の
み
な
さ
ん
は
京
都
府
木
津
警
察
署
交
通

課
長
か
ら
の
事
故
の
起
こ
り
や
す
い
場
所
や
時
間
の
説
明
を

聞
き
、
そ
の
後
、
認
知
機
能
チ
ェ
ッ
ク
や
保
健
師
に
よ
る
健

康
指
導
を
受
け
、
交
通
安
全
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
取
組

が
で
き
ま
し
た
。

手前左：平沼村長　手前右：水口支社長　右奥：兒嶋副支社長

交通安全つぼ体操のようす

オンライン「おもてなし茶会」の様子

茶源郷和束オンライン体験ツアー動画
（フォトグラファージェンスが和束町をご案内）

茶源郷和束茶畑360度動画
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教育教育

就
学
援
助
費
の
入
学
前
支
給

　
相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
で
は
、
就
学
援
助
費
の

う
ち
「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」
を
入
学
前
（
令
和
５

年
２
月
）
に
支
給
し
ま
す
。

　

就
学
援
助
制
度
と
は
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
学
習
に
必

要
な
文
房
具
や
靴
な
ど
の
購
入
に
困
っ
て
お
ら
れ
る
保
護
者

に
対
し
、
学
用
品
費
や
通
学
用
品
費
な
ど
の
費
用
の
一
部
を

援
助
す
る
制
度
で
す
。

　

令
和
５
年
４
月
に
連
合
立
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
お
子

さ
ん
の
保
護
者
で
、
就
学
援
助
の
要
件
に
該
当
す
る
方
に
対

し
、
「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」
を
入
学
前
に
支
給
し

ま
す
。

①�

来
年
、
小
学
校
に
入
学
す
る
お
子
さ
ん
の
い
る
保

護
者
の
み
な
さ
ん
へ

受
給
対
象
者

　

次
の
⑴
か
ら
⑶
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方
が
対
象
で
す
。

⑴ 

申
請
す
る
日
に
笠
置
町
、和
束
町
お
よ
び
南
山
城
村
の
い

ず
れ
か
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

⑵ 

お
子
さ
ん
が
令
和
５
年
４
月
に
連
合
立
の
小
学
校（
笠
置

小
学
校・和
束
小
学
校・南
山
城
小
学
校
）に
入
学
予
定
の

方
⑶
次
の
①
～
⑨
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

　

① 

生
活
保
護
の
停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
た
が
、な
お
経

済
的
に
困
っ
て
い
る
方

　

② 

市
町
村
民
税
が
非
課
税
で
あ
る
か
、ま
た
は
減
免
を
受

け
て
い
る
方

　

③
国
民
年
金
保
険
料
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

　

④
国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
ま
た
は
軽
減
を
受
け
て
い
る
方

　

⑤
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
で
児
童
扶
養
手
当
を
受
け
て
い
る
方

　

⑥
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
に
よ
る
貸
付
を
受
け
て
い
る
方

　

⑦
職
業
安
定
所
登
録
の
日
雇
い
労
働
者
の
方

　

⑧ 

民
生（
児
童
）委
員
が
特
に
援
助
が
必
要
と
認
め
る
状

態
に
あ
る
方

　

⑨ 

①
～
⑧
に
は
該
当
し
な
い
が
、特
別
な
事
情
に
よ
り
、令

和
３
年
中
に
比
べ
て
令
和
４
年
の
収
入
が
減
少
し
、認
定

基
準
以
下
の
状
態
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方

申
請
手
続
き

◆
申
請
場
所
…
… 

相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
・
入
学

予
定
の
小
学
校

◆
受
付
期
間
…
… 

12
月
16
日
（
金
）
～
令
和
５
年
１
月
13
日

（
金
） 

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
午

前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で
（
土

曜
日
、
日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
は
休
み
で

す
。
）

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

⑴ 

相
楽
東
部
広
域
連
合
就
学
援
助
費
支
給
申
請
書
（
申
請
書

は
、
連
合
教
育
委
員
会
お
よ
び
入
学
予
定
の
小
学
校
に
あ

り
ま
す
。
）

⑵
印
鑑
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

⑶ 

就
学
援
助
費
の
振
込
先
の
保
護
者
の
口
座
が
わ
か
る
普
通

預
金
通
帳
な
ど

⑷
児
童
扶
養
手
当
証
書
の
㊢
な
ど

※ 

今
回
、
入
学
前
支
給
の
申
請
を
さ
れ
な
い
場
合
で
も
、
４

月
以
降
に
令
和
５
年
度
の
就
学
援
助
を
申
請
し
、
４
月
か

ら
の
認
定
と
な
っ
た
場
合
は
、
入
学
後
の
７
月
頃
に
就
学

援
助
費
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※ 

今
回
の
申
請
で
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
改
め
て
令
和

５
年
度
の
就
学
援
助
の
申
請
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

学
用
品
費
な
ど
は
７
月
頃
に
支
給
し
ま
す
。

支
給
額
・
支
給
日

◆
支
給
額
…
…
５
4
，０
６
０
円
（
定
額
）

◆
支
給
日
…
…
令
和
５
年
２
月
15
日
（
水
）
（
予
定
）

◆
支
給
方
法
…
…
保
護
者
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

申
請
・
問
合
せ

　
　

教
育
委
員
会
（
学
校
教
育
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
７
７
４
・
78
・
４
３
３
５

　
　

笠
置
小
学
校　
　
　
　

☎
０
７
４
３
・
95
・
２
０
４
６

　
　

和
束
小
学
校　
　
　
　

☎
０
７
７
４
・
78
・
２
０
７
２

　
　

南
山
城
小
学
校　
　
　

☎
０
７
４
３
・
93
・
３
７
３
０

②�

令
和
４
年
度
就
学
援
助
費
受
給
者
で
小
学
６
年
生

の
保
護
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

令
和
４
年
度
就
学
援
助
制
度
の
受
給
認
定
を
受
け
て
い
る

小
学
６
年
生
の
保
護
者
を
対
象
に
、
こ
れ
ま
で
中
学
校
入
学

後
に
支
給
し
て
い
た
「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」
を
入

学
前
（
令
和
５
年
２
月
）
に
支
給
し
ま
す
。

受
給
対
象
者

　

次
の
⑴
か
ら
⑶
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す
る
方
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

⑴ 

申
請
す
る
日
に
笠
置
町
、
和
束
町
お
よ
び
南
山
城
村
の
い

ず
れ
か
に
住
民
登
録
の
あ
る
方

⑵ 

お
子
さ
ん
が
令
和
５
年
４
月
に
相
楽
東
部
広
域
連
合
立
中

学
校
（
和
束
中
学
校
・
笠
置
中
学
校
）
ま
た
は
京
都
府
立

中
学
校
に
入
学
予
定
の
方

⑶ 

申
請
す
る
日
に
「
令
和
４
年
度
就
学
援
助
制
度
」
の
受
給

認
定
を
受
け
て
い
る
方

申
請
手
続
き

　

手
続
き
は
不
要
で
す
。

支
給
額
・
支
給
日

◆
支
給
額
…
…
６
0
，０
０
０
円
（
定
額
）

◆
支
給
日
…
…
令
和
5
年
2
月
15
日
（
水
）
（
予
定
）

◆
支
給
方
法
…
… 

現
在
、
受
給
さ
れ
て
い
る
就
学
援
助
費
と

同
じ
方
法
で
支
給
し
ま
す
。

注
意
事
項

⑴ 

令
和
５
年
３
月
末
日
ま
で
に
他
市
町
村
へ
転
出
す
る
場
合

や
私
立
学
校
等
へ
就
学
す
る
場
合
は
、
新
入
学
児
童
生
徒

学
用
品
費
の
支
給
対
象
外
で
す
。
受
給
さ
れ
た
と
き
は
、

返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

⑵ 

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
を
小
学
６
年
生
で
受
給
し
た

方
は
、
中
学
１
年
生
で
の
支
給
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

⑶ 

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
の
入
学
前
支
給
を
ご
希
望
で

な
い
方
は
、
令
和
５
年
１
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
左
記
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
教
育
委
員
会
（
学
校
教
育
課
）
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和束町史編さんだより

※編さん室では、今年南山城水害や戦争体験等の聞き取り調査を予定しています。情報をお持ちの方はご一報ください。

 第6回 釜塚・石寺の人形浄瑠璃
　人形浄瑠璃は、江戸時代後期から明治・大正にかけて、農村の娯楽として大流行しました。村人のなかに
は、自分たちで人形を操り浄瑠璃を語る人たちも現れました。和束町で人形浄瑠璃を演じていたのは、釜塚
の巽

たつみ

座と石寺です。
　釜塚の巽座は、幕末の1864年（元治元年）に、澤樹徳兵衛や
辻浅右衛門、田中清左衛門らが中心となって始めたものです。明
治期には、徳島（阿波）から人形首

かしら

を購入し、原山や中、別所な
どで演じることもあったようですが、昭和初期には衰退しました。
　石寺の人形浄瑠璃は、明治から大正にかけて行われていたよう
ですが、詳細はわかっていません。釜塚、石寺に残る人形首や衣
装などの人形浄瑠璃用具は、京都府登録文化財になっています。
また、同時期に、木津川市加茂町井平尾にも泉川座という人形浄
瑠璃がありました。なぜ和束川に沿って浄瑠璃集団ができたのか、
興味がもたれます。　
　木津川市山城町上狛にある京都府立山城郷土資料館では、現在、
特別展「南山城の芸能資料と人形浄瑠璃」が開催されていて、人
形首や衣装、見台、古文書など釜塚の人形浄瑠璃用具が、多数展
示されています。その他、笠置町切山八幡宮の翁面（相楽東部広
域連合指定文化財）や花踊図絵馬、南山城村田山の宮座文書や花
踊り用具など、３町村関連の文化財が陳列されています。期間は
12月11日（日）までです。ぜひ、御覧ください。
問合せ　相楽東部広域連合教育委員会生涯学習課和束町史編さん室
　　　　　☎ 0774・74・8952　HP https://www.union.sourakutoubu.lg.jp（和束町史編さん室）

人形首　巽座人形浄瑠璃用具
山城郷土資料館写真提供

教育

和束町・南山城村少年の主張大会
　少年の主張大会が和束町で11月12日（土）に、南山城村で11月13日（日）に開かれました。和束町では
中学生６人、小学生６人、南山城村では中学生３人、小学生４人、の発表者が命や環境、抱いている想いに
ついて堂々と発表しました。
　代表の４人は来年の２月19日（日）、木津川市で開かれる「相楽少年の主張大会」に出場していただきます。
【和束町�発表者】
和束中学校　土田 泰良（代表者）
和束小学校　ブロジェット オリビア 夏菜（代表者）
和束中学校　小森 結佳　竹谷 奏穂　池田 愛来
　　　　　　畑　 維新　長西 茉里
和束小学校　柚木 美乃　木﨑 心美　岡橋 悠翔
　　　　　　森脇 千桜　岩﨑 大惺

和束町　少年の主張大会　発表者

【南山城村�発表者】
笠置中学校　　アブドゥル フセイン･ナジュマ（代表者）
南山城小学校　辻本 希実（代表者）
笠置中学校　　西羅 涼菜　村田 利奈
南山城小学校　アブドゥル フセイン･アリーナ
　　　　　　　中川 紗良　俵　 彰宏

南山城村　青少年の主張大会　発表者
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行 政 Adm i n i s t r a t i on

インボイス制度説明会のご案内
　インボイス制度の概要を知っていただくため、宇治税務署にて「インボイス制度説明会」と「登録申請相談」を
事前予約制でおこないますので参加を希望する場合は、電話予約をしてください。個人事業主やフリーランスのみ
なさんもぜひご参加ください。
事前電話予約先　宇治税務署　☎0774・44・4452（開催日前日の午後５時までに予約をしてください。）
主　　　　　催　宇治税務署・宇治納税協会

年　月　日 時　間 定　員 場　所

令和４年12月９日（金）
午前10時～11時

各20人

宇治税務署別館大会議室
〒611-8588
宇治市大久保町井ノ尻60-3
※ご来場は、公共交通機関をご利用
ください。

午後２時～３時

令和４年12月23日（金）
午前10時～11時

午後２時～３時

令和５年１月13日（金）
午前10時～11時

午後２時～３時

令和５年１月20日（金）
午前10時～11時

午後２時～３時

令和５年度償却資産（固定資産税）の申告書等は
京都地方税機構に提出をお願いします

　固定資産税の対象となる償却資産（事業用資産）をお持ちの方は、毎年１月１日現在の資産所有状況を令和５
年１月31日（火）までに申告していただく必要があります。
　償却資産とは、会社や個人で工場や商店等を経営している人が、土地・家屋以外の事業の用に供するために保
有している資産で、構築物や機械及び装置、備品等のことです。

【償却資産申告書等の提出先】
　令和３年度申告から、京都府内の各市町村（京都市
を除く）分の申告書等については、京都地方税機構に
一括で提出（郵送可）になります。
※ 令和５年度申告の提出期限は令和５年１月31日

（火）です。
※ 電子申告（eLTAX）で申告される場合は、償却資

産の所在する市町村に提出となります。

【申告書様式について】
　申告書用紙等は、京都地方税機構または償却資産の
所在する各市町村のホームページからダウンロードを
していただくことができます。
　なお、前年度に申告された方に対しては、京都地方
税機構から12月中旬に申告書や申告案内ハガキを郵
送します。
　申告書等の提出期限間近になりますと大変混雑しま
すので、なるべく令和５年１月12日（木）までの早
期申告にご協力ください。

＜償却資産申告書等に関する問合せ先＞
　HP　　http://www.zeimukyodoka.jp/
問合せ　京都地方税機構事務局業務課償却資産担当　☎075・414・4503

＜各市町村への問合せ先＞
笠 置 町 税 住 民 課　　☎0743・95・2302（直通）
和 束 町 税 住 民 課　　☎0774・78・3005（直通）
南山城村税住民福祉課　　☎0743・93・0103（直通）
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医療従事者届についてのおしらせ
　医療従事者等の資格（下記表を参照）を有する方で該当する方（勤務先でオンライン届出をおこなう場合を除
く）は、もれなく届出が必要になりますので、令和５年１月16日（月）までに済ませるようにしましょう。

関係法令による届出義務者 就業地等の区別 届出先
医 師
歯 科 医 師
薬 剤 師

有資格者全員 住所地または就業地が京都府内 管轄の府内保健所

保 健 師
助 産 師
看 護 師
准 看 護 師
歯科衛生士
歯科技工士

令和4年12月31日現在
業務に従事している方

就業地が京都市内 京都府医療課
☎075・414・4746

就業地が京都府内 管轄の府内保健所

問合せ　京都府山城南保健所　☎0774・72・4301
　　　　　※詳しくは山城南保健所ホームページをご覧ください。
　　　　　　https://www.pref.kyoto.jp/y-ho-minami/documents/iryoujyuujisyatodokede.html

　

現
代
社
会
は
ス
ト
レ
ス
が
充
満
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
生
き
る
こ
と

は
、
ス
ト
レ
ス
と
向
き
合
う
こ
と
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
ス
ト
レ
ス
を
ど
う

処
理
し
て
い
く
か
が
健
康
に
生
き
る

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
ス
ト
レ
ス
解
消
法

と
し
て
、
体
を
使
う
動
的
な
も
の
、

そ
の
中
で
も
ジ
ョ
ギ
ン
グ
な
ど
の
発

散
系
、
そ
し
て
、
食
べ
る
、
旅
行
を

す
る
な
ど
の
浄
化
系
に
分
け
ら
れ
ま

す
。
ま
た
静
的
な
も
の
で
は
、
友
人

と
語
り
合
う
、
サ
ウ
ナ
で
汗
を
か
く

等
の
発
散
系
と
お
風
呂
に
入
る
、
自

然
に
触
れ
る
な
ど
の
浄
化
系
に
分
類

さ
れ
ま
す
。
ど
れ
が
自
分
に
合
っ
て

い
る
か
は
、
個
人
の
判
断
に
な
り
ま

す
が
、
心
と
体
両
方
が
リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
こ
と
が
理
想
的
で
す
。
例
え
ば
、

休
み
の
日
に
寝
て
ば
か
り
い
る
と
体

は
休
ま
り
ま
す
が
、
心
は
ス
ト
レ
ス

が
残
っ
た
ま
ま
で
す
。
そ
う
す
る
と
、

次
の
日
に
出
勤
に
な
る
の
で
、
本
当

の
ス
ト
レ
ス
解
消
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

大
切
な
こ
と
は
嫌
な
こ
と
を
避
け
る

の
で
は
な
く
、
楽
し
い
こ
と
、
幸
せ

を
感
じ
る
こ
と
に
意
識
を
向
け
る
こ

と
、
そ
し
て
心
が
と
き
め
く
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
申
し
分
あ
り
ま
せ
ん
。

私
の
場
合
の
解
消
法
は
、
温
泉
め
ぐ

り
で
す
。
温
泉
に
は
心
を
リ
ラ
ッ
ク

ス
さ
せ
る
抜
群
の
力
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
湯
船
に
10
分
浸
か
っ
て
い
る
と

約
15
分
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
た
分
の
カ
ロ

リ
ー
を
消
費
す
る
そ
う
で
す
。
そ
し

て
血
行
改
善
の
効
能
が
あ
り
疲
れ
た

体
に
は
絶
好
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。
京
都
府
近
辺
で
も
、
車
で
一

時
間
も
走
れ
ば
本
格
的
な
入
浴
施
設

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
は
周
囲
を
気

に
す
る
こ
と
な
く
自
分
だ
け
の
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
季
節
に
は
ピ
ッ
タ
リ
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
最
近
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
温
泉
の
情
報
を
豊
富
に
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
中
で
も

お
勧
め
し
た
い
サ
イ
ト
は
、
『
奈
良

の
御
隠
居
さ
ん
』
で
す
。
こ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
を
入
れ
て
い
た
だ
く
と
全
国

各
地
の
約
1
０
０
0
箇
所
の
温
泉
の

情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
さ
あ
、
み

な
さ
ん
１
０
０
歳
ま
で
健
康
寿
命
で

頑
張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

芳
川
医
院

芳
川
伸
治

　 　

　
会
師
医
楽
相

ス
イ
バ
ド
ア
康
健

そ
の
そ
の
9393  

ス
ト
レ
ス
解
消
法

ス
ト
レ
ス
解
消
法

保健・福祉

問合せ　相楽休日応急診療所（相楽会館内） ☎0774・73・9988（直通）

１月の診療科目は次のとおりです。（急に変更になる場合があります。）

月　　日 診療科目 月　　日 診療科目
１月  1日（日・祝） 内科 　    9日（月・祝） 内科・小児科
　　  2日（月・振替休日） 内科 　  15日（日） 内科・小児科
　　  3日（火） 内科・小児科 　  22日（日） 内科・小児科
　　  8日（日） 内科・小児科 　  29日（日） 内科
※12月分については広報れんけい11月号をご覧ください。

相楽休日応急診療所の診療体制
受付時間 午前８時30分～午後０時30分

診療時間 午前９時～

症状によっては診察できない場合や京都山城総合
医療センターを紹介する場合があります。
受診前には電話でお問合せください。

相楽休日応急診療所は 当日電話予約制です
　相楽休日応急診療所では、新型コロナウイルス感染予防の観点から、発熱患者の時間的分離をするため、当日電話予約
制とし、予約がない場合は受診できません。予約の受け入れ人数には限りがあり、受付できない場合があります。
　来所される前に、必ず電話連絡をしてください。
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年末年始の業務体制

機　関　名 通常業務の休み・休診

笠置町

笠置町役場 12月29日（木）
～

令和５年１月３日（火）
笠置町産業振興会館
笠置いこいの館

笠置町循環バス 12月30日（金）〜
令和５年１月３日（火）

和束町
和束町役場

12月29日（木）
～

令和５年１月３日（火）

和束町国保診療所

南山城村
南山城村役場
南山城村文化会館 やまなみホール
南山城村保健福祉センター

機　関　名 通常業務の休み

相楽東部
広域連合

総務課

12月29日（木）
～

令和５年１月３日（火）

教育委員会
教育委員会笠置町分室
教育委員会南山城村分室
笠置児童館

相楽東部広域連合管内
小・中学校

12月28日（水）
～

令和５年１月４日（水）

その他 相楽東部広域バス 12月29日（木）〜
令和５年１月３日（火）

３町村・相楽東部広域連合

◦年末し尿汲み取り等業務終了日（大谷処理場への最終搬入日）�12月28日（水）まで
◦し尿汲み取り等業務休業期間� 12月29日（木）〜令和５年１月３日（火）
◦年始し尿汲み取り等業務開始日� 令和５年１月４日（水）から

問合せ　相楽郡広域事務組合
　　　　　☎0774・72・0421

し尿汲み取り

京都山城総合医療センター
期間 12月29日（木）～令和５年１月３日（火）

　救急医療は時間外診療ではありません。体調が思わしくない時は、早めに「通常の診療時間内」受診を心がけ、
救急医療の適正な利用にご理解とご協力をお願い致します。
診療科目 診　療　日 診療時間 備　　　考

内科系 12月29日（木）〜
令和５年１月３日（火）

午前８時30分
～

午後２時30分

左記時間以外は、下記対象の方のみの受入れとなっています
１． 救急車で搬送されてくる重篤な方
２．  慢性疾患で当院に定期的に通院され、その症状が悪化した方
３． 開業医等で当院での緊急受診が必要と判断され、紹介状をお持ちの方

外科系 12月29日（木）〜
令和５年１月３日（火） 全日 ̶

小児科 12月29日（木）・30日（金）
令和５年１月１日（日）〜３日（火） 全日 12月31日（土）は輪番制で

学研都市病院（☎0774・98・2123）が対応
※ 緊急手術や重症患者さまの対応等により、診察ができない場合がありますので、必ず事前に電話連絡の上受診してください。
問合せ　木津川市木津駅前一丁目27番地  京都山城総合医療センター　☎0774・72・0235

　年末年始は、ご家庭からのごみ排出量が多くなる時期です。ごみの収集については、平時の収集時間帯より遅れ
等が発生することが予想されますので、ご了承ください。
　また、ごみをご家庭よりだされる場合、ごみの種類や収集日をご確認の上、ルールを守ってお出しください。な
お、年末年始のごみ収集日等、詳しくは各町村のごみカレンダー等でご確認ください。
※ 大北リサイクルセンターへの一般持込みごみは、年末12月28日（水）まで、年始は1月4日（水）から、また受入時間は午後1時〜4時まで　
とさせていただきます。

◦ごみの出し方に関する問合せ 笠 置 町 税 住 民 課  ☎0743・95・2302（直通）
  和束町農村振興課  ☎0774・78・3008（直通）
  南山城村建設環境課  ☎0743・93・0106（直通）

年末年始のごみ収集日変更のおしらせ

　年末年始等の運行は下記の通りとさせていただきます。
　また、予約受付につきましては下記の通りとさせていただきますので、ご理解の程よろしくお願いいたします。
◦ご予約について　予約センター休業日：12月27日（火）午後５時〜令和５年１月６日（金）午前９時
◦運行について
　★年末の運行　 村タク：12月28日（水）の運行は、12月27日（火）午後５時までのご予約に限り運行します。
　　　　　　　　月ヶ瀬NT線：12月27日（火）が最終運行です。
　★年始の運行　 村タク： 令和５年１月４日（水）〜６日（金）の運行は、12月27日（火）の午後５時までの予約に限

り運行します。令和５年１月４日（水）〜６日（金）の３日間は、当日のご予約はお受けで
きませんので、ご了承ください。

　　　　　　　　月ヶ瀬NT線： 令和５年１月５日（木）は運行しません。令和５年１月10日（火）より運行します。
◦予約・問合せ　「やまなみ交通」予約センター　☎080・9593・4943
◦受 付 時 間　月〜金（平日） 午前９時〜午後５時

やまなみ交通（村タク・月ヶ瀬NT線）（南山城村）

82022.12◦第201号 広報  



木
津
警
察
署
か
ら
の
お
し
ら
せ

◆
防
犯
機
能
付
き
電
話
機
の
購
入
補
助
事
業
を
活
用
し
て
下
さ
い
。

　

木
津
警
察
署
で
は
、
特
殊
詐
欺
の
予
兆
電
話
の
認
知
件
数
が
前
年
比
で
大
幅
に
増
加
し
て
い

ま
す
。

　

特
殊
詐
欺
や
そ
の
他
の
迷
惑
電
話
の
対
策
と
し
て
、
木
津
防
犯
協
会
で
は
防
犯
機
能
付
き
電

話
機
の
購
入
補
助
事
業
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

木
津
警
察
署
管
内
に
所
在
す
る
京
都
府
電
器
商
業
組
合
相
楽
支
部
加
盟
店
7
店
（
※
）
に
お

い
て
、
防
犯
機
能
付
き
電
話
機
を
購
入
す
る
方
に
は
、
木
津
防
犯
協
会
か
ら
電
話
機
１
台
に
つ

き
2
0
0
0
円
の
補
助
が
さ
れ
ま
す
。

　

補
助
期
間
は
、
補
助
金
予
定
金
額
に
達
す
る
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
活

用
願
い
ま
す
。

※
京
都
府
電
器
商
業
組
合
相
楽
支
部
加
盟
店
７
店

　
①　
冨
永
電
器

　
　
　

木
津
川
市
木
津
宮
ノ
裏
2
2
0
番
地
2�

☎
0
7
7
4
・
72
・
3
5
6
0

　
②　
中
村
電
気

　
　
　

木
津
川
市
木
津
神
田
6
―

47�

☎
0
7
7
4
・
72
・
4
9
3
9

　
③　
（
株
）
都
ら
い
ぶ
ア
ビ
ッ
ク
梅
美
台
店

　
　
　

木
津
川
市
梅
美
台
2
―

19
―

29�

☎
0
7
7
4
・
71
・
3
8
3
9

　
④　
（
株
）
徳
山
文
明
堂

　
　
　

木
津
川
市
木
津
町
西
垣
外
37�

☎
0
7
7
4
・
72
・
2
1
4
1

　
⑤　
（
株
）
モ
リ
タ
電
化

　
　
　

木
津
川
市
相
楽
神
後
原
30
―

５
―

１�

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
9
2
4

　
⑥　
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｂ
Ｅ
狛
田
電
気
の
い
し
づ

　
　
　

相
楽
郡
精
華
町
菱
田
八
講
田
16
―

34�

☎
0
7
7
4
・
93
・
1
1
5
1

　
⑦　
ヤ
マ
シ
ロ
デ
ン
カ
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　

相
楽
郡
和
束
町
別
所
納
豆
1
2
2
―

１�

☎
0
7
7
4
・
78
・
3
5
8
3

◆
国
道
1
6
3
号
、
交
通
死
亡
事
故
発
生

　

本
年
３
件
目
の
交
通
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
２
件
は
、国
道
1
6
3
号
に
お
け
る
正
面
衝
突
に
よ
る
交
通
死
亡
事
故
で
す
。

　

過
去
10
年
間
の
木
津
警
察
署
の
交
通
死
亡
事
故
発
生
状
況
を
分
析
し
た
結
果
、死
亡
事
故
全

体
の
約
40
パ
ー
セ
ン
ト
が
国
道
1
6
3
号
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

交�

通
事
故
は
、
大
切
な
家
族
を
奪
い
ま
す
。
家
族
・
職
場
で
声
を
掛
け
合
い
ま
し
ょ
う
。

通�

り
慣
れ
て
い
る
道
で
も
油
断
は
禁
物
。
安
全
な
速
度
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

安�

全
第
一
。
体
調
の
優
れ
な
い
と
き
は
、
運
転
を
控
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

全
て
は
交
通
安
全
の
た
め
で
す
。
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
周
囲
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◆
令
和
４
年
年
末
の
交
通
事
故
防
止
府
民
運
動

運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
　
　
　

年
の
瀬
も　

焦
ら
ず
ゆ
っ
く
り　

京
の
道

実
施
期
間　

12
月
１
日
（
木
）
〜
10
日
（
土
）
ま
で
の
10
日
間

運
動
重
点　

子
ど
も
と
高
齢
者
を
始
め
と
す
る
歩
行
者
の
交
通
事
故
防
止

　
　
　
　
　

飲
酒
運
転
の
根
絶

　
　
　
　
　

自
転
車
の
安
全
利
用
の
促
進

問
合
せ　
木
津
警
察
署　

☎
0
7
7
4
・
72
・
0
1
1
0

安心・安全
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※�
マ
ス
ク
着
用
の
う
え
、
検
温
を
済
ま
せ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

※�

以
下
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
今
後
の

状
況
に
応
じ
て
、
変
更
、
ま
た
は
中
止
さ
せ

て
い
た
だ
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し

く
は
、
連
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
お
電

話
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�『
大
人
の
英
会
話
教
室
』

●
和
束
町
教
室

日　
時　
12
月
5
日
（
月
）

　
　
　
　
　

午
後
7
時
30
分
～
8
時
40
分

場　
所　
和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室

講　
師　
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
コ
ド
ソ
先
生

参
加
対
象　

 

和
束
町
に
在
住
の
高
校
生
以
上
の
人

問
合
せ　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

大
人
の
英
会
話
教
室

３
町
村
合
同

�『
ク
リ
ス
マ
ス・パ
ー
テ
ィ
』

実
施
日　

12
月
14
日
（
水
）

時
　
間　

午
後
7
時
〜
8
時
30
分

場
　
所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館
１
階
研
修
室

講
　
師　

 

セ
バ
ス
チ
ャ
ン
先
生
・ク
ラ
ー
ク
先
生

参
加
費　

3
0
0
円
（
お
菓
子
・
飲
み
物
代
）

　
　
　
　

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

持
ち
物　

 

筆
記
用
具
・
5
0
0
円
程
度
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
（
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
を
お
こ

な
い
ま
す
。
）

参
加
対
象　

3
町
村
在
住
の
高
校
生
以
上
の
人　
　

講
座

　
　
　
　

※
保
護
者
同
伴
な
ら
小
・
中
学
生
も
可

申
込
期
間　

12
月
1
日
（
木
）
〜
9
日
（
金
）

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

　
　
　
　

教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

　
　
　
　

教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

�『
健
康
体
操
教
室
』

日　
時　
12
月
8
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時

場　
所　
つ
む
ぎ
て
ら
す　

ホ
ー
ル

講　
師　
西
垣　

喜
美
代
さ
ん

問
合
せ　
教
育
委
員
会
笠
置
町
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

�『
親
と
子
の
茶
道
教
室
』	

日　
時　
12
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　

 

南
山
城
村
文
化
会
館
（
や
ま
な
み
ホ

ー
ル
）
和
室

講　
師　
菅
瀬　

操
仙
さ
ん

対
象
者　

 

南
山
城
村
と
笠
置
町
に
在
住
の
小
中

学
生
と
そ
の
保
護
者

※ 

受
講
を
ご
希
望
の
人
は
お
気
軽
に
左
記
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
教
育
委
員
会
南
山
城
村
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
5
8
0

大
人
も
W
a
k
u
W
o
r
k
体
験
事
業

�『
編
み
物
体
験
教
室
』

実
施
日　

令
和
5
年
1
月
26
日
（
木
）

時
　
間　

午
前
9
時
〜
正
午

場
　
所　

和
束
町
体
験
交
流
セ
ン
タ
ー

講
　
師　

藤
田　

好
子
さ
ん
（
笠
置
町
在
住
）

参
加
対
象　

 

3
町
村
在
住
・
在
勤
の
18
歳
以
上
の

方
（
高
校
生
不
可
）

定
　
員　

先
着
10
人

申
込
期
間　

 

令
和
5
年
1
月
10
日
（
火
）
〜
18
日

（
水
）

参
加
費
用　

各
1
0
0
円

持
ち
物　

 【
糸
】コ
ッ
ト
ン
毛
糸
ま
た
は
中
細
程

度
の
毛
糸
3
〜
4
色
ま
で（
1
色
2

玉　

約
計
50
ｇ
）【
か
ぎ
針
】麻
ひ　
　
　
　

も　

8
号　

他

　
　
　
　

は
7
〜
8
号
、

　
　
　
　

裁
縫
道
具

作
　
品　

 

モ
チ
ー
フ
の
バ
ッ
ク

問
合
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
4
3
3
5

南
山
城
村
人
権
学
習
会

実
施
日　

12
月
8
日
（
木
）

時
　
間　

 

午
後
2
時
〜
3
時
40
分
（
約
1
0
0

分
予
定
）

場
　
所　

南
山
城
小
学
校

講
　
師　

 

原　

清
治
さ
ん（
佛
教
大
学
副
学
長
）

内
　
容　

 

講
演
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
子
ど
も

の
人
権
意
識
」

定
　
員　

70
人
（
予
約
不
要
）

問
合
せ　

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
1
0
2

催
し

笠
置
町
同
和・人
権
学
習
公
開
講
座

実
施
日　

12
月
11
日
（
日
）

　
　
　
　
　

 

午
後
1
時
30
分
〜
午
後
3
時
30
分

（
受
付
午
後
1
時
〜
）

場
　
所　

笠
置
町
産
業
振
興
会
館
2
階
ホ
ー
ル

出
　
演　

 

新
井　

宗
平
さ
ん

　
　
　
　

山
本　

か
ず
み
さ
ん

　
　
　
　

新
井　

咲
さ
ん

内
　
容　

 

ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
「
輝
く
命
の

た
め
に
〜
き
み
と
し
あ
わ
せ
〜
」

定
　
員　

2
0
0
人
（
予
約
不
要
）

問
合
せ　

 

相
楽
東
部
広
域
連
合
教
育
委
員
会
笠

置
町
分
室

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
95
・
2
7
2
6

に
じ
っ
こ・城
陽

日　
時　
12
月
10
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

会　
場　
京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
城
陽
市
）　

対
象
者　
・ 

0
歳
～
就
学
前
の
聞
こ
え
づ
ら
さ

の
あ
る
お
子
さ
ん
と
そ
の
家
族

　
　
　
　

・ 

子
ど
も
の
聞
こ
え
に
不
安
を
感
じ

て
い
る
家
族

内　
容　

 

手
話
と
音
声
を
使
っ
た
手
遊
び
歌
・

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
工
作
な
ど

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　

 

問
合
せ
先
ま
で
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
・
F
A
X
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

募
集

in
forma

tio
nおしらせ
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（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
番
64
）　

　
　
　
　

担
当
：
若
狭

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
30
・
9
0
0
0

　
　
　
　
　
FAX
0
7
7
4
・
55
・
7
7
0
8

　
　
　
　

�n
an
b
u
-n
an
ch
oyoji@

kyoto-chogen.or.jp

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

日　
時　
12
月
18
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
正
午

場　
所　
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

内　
容　

 

心
肺
蘇
生
法
、
異
物
除
去
法
、
止
血

法
お
よ
び
自
動
体
外
式
除
細
動
器

（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
方
法
な
ど
（
人

工
呼
吸
は
説
明
の
み
）

対
象
者　

 

木
津
川
市
、
笠
置
町
、
和
束
町
お
よ

び
南
山
城
村
に
在
住
･
在
学
ま
た
は

勤
務
す
る
人
（
中
学
生
以
上
の
人
と

し
ま
す
）

募
集
人
員　

 

先
着
6
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。
）

受
講
料　
無
料

申
込
期
間　

12
月
6
日
（
火
）
～
13
日
（
火
）

　
　
　
　
　

 

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

　
　
　
　
　

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

問
合
せ　
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
　

警
防
課
救
急
係

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
1
3
8
2 QＲコードからも

アクセスできます。

※�

以
下
の
各
種
相
談
に
つ
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

人
権・行
政
相
談（
笠
置
町
）

日　
時　
12
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時

場　
所　

 

産
業
振
興
会
館　

1
階
和
室

問
合
せ　
笠
置
町
人
権
啓
発
課 

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
1
4
0（
直
通
）

　
　
　
　

笠
置
町
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
3
0
1（
直
通
）

行
政
相
談（
和
束
町
）

日　
時　
12
月
6
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　
和
束
町
役
場　

第
1
相
談
室

問
合
せ　
和
束
町
総
務
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4・78・3
0
0
1（
直
通
）

人
権
相
談（
和
束
町
）

日　
時　
12
月
9
日
（
金
）

　
　
　
　
　

午
前
9
時
～
正
午

場　
所　

 

和
束
町
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

 

和
束
町
人
権
啓
発
課

　
　
　
　

（
人
権
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
78
・
3
4
8
8

人
権・行
政・困
り
ご
と
相
談（
南
山
城
村
）

日　
時　
12
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場　
所　

 

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

相
談

問
合
せ　
南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　

☎
０
７
４
３・93・０
１
０
２（
直
通
）

無
料
法
律
相
談（
南
山
城
村
）

日　
時　
12
月
20
日
（
火
）

　
　
　
　
　

 

午
後
1
時
30
分
～
5
時

　
　
　
　

（
相
談
時
間
は
30
分
）

場　
所　

 

や
ま
な
み
ホ
ー
ル
研
修
室

問
合
せ
・
予
約

　
　
　
　

南
山
城
村
総
務
財
政
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
４
３・93・０
１
０
２（
直
通
）

※ 

無
料
法
律
相
談
は
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

事
前
予
約
は
12
月
19
日
（
月
）
午
後
5
時
ま

で
受
付
け
て
い
ま
す
。

健
康
相
談（
笠
置
町
）

実
施
日

場　
所

12
月
20
日（
火
）
飛
鳥
路
区
集
会
所

12
月
21
日（
水
）
つ
む
ぎ
て
ら
す

12
月
23
日（
金
）
笠
置
会
館

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　
笠
置
町
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3・95・2
3
0
3（
直
通
）

健
康
相
談（
南
山
城
村
）

実
施
日

場　
所

12
月
16
日（
金
）
童
仙
房
公
民
館

12
月
21
日（
水
）
本
郷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

12
月
23
日（
金
）
高
尾
公
民
館

時　
間　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

問
合
せ　
南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

就
職
相
談
会

（
し
ょ
う
が
い
の
あ
る
方
の
相
談
会
）

日　
時　
12
月
21
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
3
時

場　
所　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
駅
前
1
―

10

　
　
　
　

（ 

J
R
木
津
駅 

西
口 

ロ
ー
タ
リ
ー

前
す
ぐ
）

費　
用　
無
料�

問
合
せ　

 

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
「
あ
ん
」

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
1

　
　
　
　
　
FAX
0
7
7
4
・
71
・
0
7
0
5

※ 

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

出
張
が
ん
個
別
相
談

　

『
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
頭
が
真
っ
白
』
『
誰

か
に
話
を
聞
い
て
も
ら
い
た
い
』
な
ど
、
が
ん

に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
す
る
窓

口
と
し
て
、
京
都
府
山
城
南
保
健
所
に
て
出
張

相
談
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　
時　
令
和
５
年
1
月
4
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

場　
所　
京
都
府
山
城
南
保
健
所

相
談
員　

 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
の
保
健
師
ま
た
は
看
護
師

相
談
料　
無
料

予　
約　

 

実
施
日
の
前
日
午
後
4
時
ま
で
に
左

記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

　
　
　
　

 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ

in
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ー
（
京
都
市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町

43
メ
ル
ク
リ
オ
京
都
２
階
）

　
　
　
　
　
　

0
1
2
0
・
0
7
8
・
3
9
4

　
　
　
　
　
　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

※ 

京
都
府
が
ん
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

電
話
お
よ
び
対
面
相
談
を
、
月
～
金
（
祝

日
・
年
末
年
始
を
除
く
）
の
午
前
9
時
～
正

午
、
午
後
1
時
～
4
時
に
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
こ
ち
ら
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

き
こ
え
の
相
談
会

　

「
最
近
、
電
話
で
相
手
の
声
が
聞
き
取
り
に

く
い
」
「
騒
が
し
い
場
所
で
の
会
話
が
聞
き
取

り
に
く
く
な
っ
た
。
」
「
補
聴
器
を
使
っ
て
み

た
い
が
…
」
な
ど
耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ

ま
せ
ん
か
。
年
齢
と
と
も
に
、
誰
で
も
耳
が
遠

く
な
っ
て
く
る
も
の
で
す
。

　

自
分
の
聴
力
が
ど
の
く
ら
い
な
の
か
一
度
、

聴
力
測
定
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

定
期
相
談
会

日　
程　
毎
月
1
回　

12
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　
　
①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～

　
　
　
　
　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～　

場　
所　

 

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー
（
相

楽
会
館
内
）

内　
容　

 

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、
聴
力
測
定

　
　
　
　

（ 

聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
1
時

間
程
度
）

対　
象　

 

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い

で
聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
人
と
そ
の
家
族

費　
用　
無
料

申
込
み　

 

お
電
話
ま
た
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
１
週
間

前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

 

ご
予
約
の
際
、
お
名
前
・
年
齢
・
住

所
・
電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
）
・
相
談

内
容
・
ご
希
望
の
時
間
帯
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。
申
込
み
が
多
い
場
合

は
、
変
更
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　
〒
６
１
９
―

０
２
１
４

　
　
　
　

木
津
川
市
木
津
上
戸
15

　
　
　
　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　
　
　
　
　

FAX
0
7
7
4
・
72
・
6
8
6
2

　
　
　
　
　
☎
0
7
7
4
・
75
・
2
0
3
0

※ 

相
談
会
以
外
の
日
に
も
、
ご
相
談
を
お
受
け

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

聞
こ
え
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

第
４
回�
京
都
府
耳
の
こ
と
フ
ェ
ス
タ

日　
時　
令
和
５
年
1
月
29
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
4
時　

場　
所　
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
（
Z
o
o
m
）

　
　
　
　

※ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
な
い
方

は
視
聴
会
場
を
準
備
し
ま
す

　
　
　
　

京
都
府
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
城
陽
市
寺
田
林
ノ
口
11
―

64
）

内　
容　

 

聴
覚
障
害
者
の
家
庭
・
社
会
に
お
け

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
社
会
参

加
な
ど
に
つ
い
て
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
と

講
演

参
加
費　
無
料

対　
象　

 

聞
こ
え
に
く
い
方
や
き
こ
え
な
い
方
、

そ
の
家
族
・
関
係
者

定　
員　
オ
ン
ラ
イ
ン　

90
名

　
　
　
　

視
聴
会
場　
　

 

京
都
府
聴
覚
言
語
障

害
セ
ン
タ
ー　

20
名

申
込
み　

 

令
和
５
年
1
月
13
日
（
金
）
ま
で
に

左
記
の
①
～
⑪
を
記
載
し
て
F

�
A
�X�

・
メ
ー
ル
・
郵
便
・
持
参
に
て
、
申

込
み

      　

    

①
氏
名　

②
ふ
り
が
な　

③
郵
便
番

号
・
住
所
（
府
外
在
住
の
場
合
は
所

属
先
）　

④
電
話
番
号　

⑤
F
A
X

番
号　

⑥
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
オ
ン

ラ
イ
ン
参
加
者
は
必
須
）　

⑦
区
分

（
当
事
者
・
家
族
・
関
係
者
・
そ
の

他
）　

⑧
知
っ
た
き
っ
か
け　

⑨
参

加
の
き
っ
か
け　

⑩
参
加
方
法
（
オ

ン
ラ
イ
ン
・
視
聴
会
場
） 

⑪
備
考

問
合
せ
・
申
込
み

　
　
　
　

 

（
福
）
京
都
聴
覚
言
語
障
害
者
福
祉

協
会 

地
域
福
祉
統
括
事
業
部　

耳

の
こ
と
フ
ェ
ス
タ
担
当
：
今
井
・
乾

　
　
　
　

 

〒
6
0
4
―

8
4
3
7 

京
都
府
京
都

市
中
京
区
西
ノ
京
東
中
合
町
2

　
　
　
　
　
☎
0
7
5
・
8
4
1
・
8
3
3
7

　
　
　
　
　
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
5
時
の
み
）

　
　
　
　
　
FAX
0
7
5
・
8
4
1
・
8
3
1
5

　
　
　
　
　

�cyubu3@
kyoto-chogen.

or.jp

ひ
よ
こ
広
場（
南
山
城
村
）

対　
象　

 
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と

　
　
　
　

保
護
者

開
催
曜
日　

月
曜
日
・
水
曜
日

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

場　
所　

 

南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

そ
の
他

　
　
　
　

機
能
訓
練
室

リ
ト
ミ
ッ
ク
開
催
日　
12
月
19
日
（
月
）

（
予
約
不
要
。
３
町
村
い
ず
れ
に
お
住
ま
い
の

人
も
参
加
可
能
で
す
。
）

問
合
せ　
南
山
城
村
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
☎
0
7
4
3
・
93
・
0
2
9
4

伊
賀・山
城
南・東
大
和
定
住
自
立
圏
事
業

救
急・健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
24

�

0
1
2
0
・
4
1
9
9
・
２
２

　

心
と
体
の
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
24
時
間
体
制

で
お
応
え
し
ま
す
。
通
話
・
相
談
は
無
料
で
す
。

◇ 

ご
相
談
内
容
に
応
じ
て
ア
ド
バ
イ
ス
い
た
し

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
お
名
前
と
年
齢

を
告
げ
て
く
だ
さ
い
。

◇ 

ど
こ
か
ら
で
も
笠
置
町
・
南
山
城
村
に
お
住

ま
い
の
み
な
さ
ん
が
無
料
で
相
談
で
き
ま
す
。

◇ 

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心

し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

図
書
室

年
末
年
始
の
開
室
お
よ
び

休
室
に
つ
い
て

　

年
末
は
３
町
村
と
も
12
月
28
日
（
水
）
、
午

前
中
ま
で
開
室
し
、
午
後
か
ら
休
室
し
ま
す
。

ま
た
年
始
は
、
笠
置
町
お
よ
び
和
束
町
は
１
月

５
日
（
木
）
か
ら
、
南
山
城
村
は
６
日
（
金
）

か
ら
通
常
通
り
開
室
し
ま
す
。

in
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ation

おしらせ

野生鳥獣による被害防止対策のお願い（３町村）
　近年、イノシシ、シカ、サル等の野生鳥獣が、田畑を荒らしたり、収穫前の野菜を食害するといった被害
が後を絶ちません。農家や家庭栽培をされているみなさんには追い払い等をおこなっていただくようお願い
しているところです。
　食害にあった農作物は放置しておくと野生鳥獣にエサ場と認識されてしまい、農作物被害が増大する可能
性があるため、適切な方法で処理をしてください。そして、収穫しない果樹については伐採や除去、耕作さ
れない農地は草刈等をおこなっていただくようお願いします。
　また、野生鳥獣に襲われてケガをする事例が報告されているため、追い払いをされる場合にはできるだけ
複数人でおこない、安全に配慮していただきますようお願いします。
問合せ　笠置町有害鳥獣捕獲対策協議会（笠置町役場建設産業課内）
　　　　　☎0743・95・2326
　　　　和束町有害鳥獣捕獲対策協議会（和束町役場農村振興課内）
　　　　　☎0774・78・3008
　　　　南山城村有害鳥獣捕獲対策協議会（南山城村役場産業観光課内）
　　　　　☎0743・93・0105

11月号掲載について【お詫びと訂正】
　11月号裏表紙掲載の「３町村の人口」について、笠置町の世帯数を601世帯（減３）と記載しておりま
したが、正しくは598世帯（減３）となります。
　お詫びして訂正いたします。（笠置町）
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京都やましろ体験交流協議会� 〒619-1222 和束町白栖大狭間35（和束町活性化センター内）
� ☎�0774・78・3396　 �info@chagenkyo.com　担当：湊・鍵岡・吉岡

農村宿泊体験（農泊）12月号

　笠置町・和束町・南山城村の３町村協働で組織した京都やましろ体験交流協議会では、子ど
もたちや海外のみなさんと、農村のありのままの生活を共に送る農泊事業を進めています。
子どもたちと一緒にごはんを作り、お茶を急須で淹れて飲み、話し、家族のように過ごしてい
ただきます。年々、海外からの問合せも多くなってます。
　少しでも受入にご興味をお持ちいただいたみなさま、事務局が全力でサポートいたします。
事務局までお気軽にご連絡ください。

新規新規
受入家庭受入家庭
大募集!大募集!

ご寄付ありがとうございました「和束町ふるさと応援寄附金」へ次のとおりご寄付をいただきました。
　　　　　　氏名：匿　　　名　　住所：三重県伊勢市　　　寄付金額：20,000円

in
forma

tio
nおしらせ

　受入家庭のみなさん、こんにちは。今月号は笠置町の新規家庭さんのご紹介です。
　今後、勉強会などでお会いされることもあるかと思いますので、よろしくお願いします。

受入家庭さん紹介コーナー
❶お名前・お住まい　森本 一輝さん【笠置町】
❷受入を始められたきっかけ
　 　地域活性のため。笠置町にはキャンプ以外で来られる観光客（特に

若い世代）がまだまだ少ないので、農泊を通して若い方に来ていただ
き、町のことをもっと知ってほしいと思った。
❸受入を通して感じたこと
　  　受入の中で生徒さん達とともに町の観光や体験をし、あらためて自

分の住んでいる笠置のすばらしさ、地域の人の温かさがわかった。
写真は農泊２日目の朝、手作りのお弁当を持っ
て笠置山に登頂。きれいな雲海が見られました。

商品券の
受取/利用方法

和束町観光案内所にお越しいただき、アンケートにお答えください。1
アンケートの回答後に、1,000円分の商品券をお渡しします。2
利用可能な店舗はHPをご覧ください。3
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★�Pick�UP�★
「 レッドゾーン」

夏川　草介 ／ 著
　コロナ禍の最前線に立つ現役医
師が自らの経験をもとに綴った勇
気の物語。コロナ患者治療に携わ
った医療従事者たちが、何を考え
どう行動したか。コロナとの壮絶
な戦いの日々を綴った物語。「臨
床の砦」の続編。

図書室の連絡先
　笠置町図書室 ☎0743・95・2726
　和束町体験交流センター図書室 ☎0774・78・4013
　南山城村図書室 ☎0743・93・0522

町村別 種　類 タ イ ト ル 著 者 名

笠　　置

一般書
ハヤブサ消防団 池井戸 潤
掌に眠る舞台 小川 洋子
終止符のない人生 反田 恭平

児童書
なにになれちゃう？ チョーヒカル
難攻不落の迷路 香川 元太郎
まねっこクルックー のもと きみやす

和　　束

一般書
われ去りしとも美は朽ちず 玉岡 かおる
名画の中で働く人々 中野 京子
イコトラベリング　1948― 角野 栄子

児童書
まよなかの魔女たち エイドリアン・アダムズ
そうなのよ 内田 麟太郎
はじめてのオニずかん いとう みちろう 絵

南山城村

一般書

レッドゾーン 夏川 草介
ハヤブサ消防団 池井戸 潤
農家が教えるマメつくり
栽培・保存・加工レシピ 農文協 編

児童書

ほっぺにちゅ！ 新井 洋行
ピンクはおとこのこのいろ ロブパールマン、

イダカバン
本当の心の強さってなんだろう 斉藤 孝

☆３町村のどなたでも借りられます。最寄の図書室でリクエストしてください。
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年末年始の開室および休室についてはおしらせに記載しています。

和束町体験交流センター図書室から
☆『おはなしのじかん』のご案内

日　時　12月18日（日）午前10時30分～11時頃
場　所　和束町体験交流センター　会議室

☆『お話しを絵にしよう』作品募集のお知らせ
あなたの好きな本を読んで、印象に残った場面や感じたこと、思った
ことを絵にしてみましょう。
募集対象は和束町内にお住まいの幼児および小学生、締め切りは令和
５年１月29日（日）です。詳しい募集内容は図書室および教育委員
会のホームページ、チラシなどでご確認ください。

南山城村図書室から
☆『冬のおはなし会』のご案内

日　時　�12月17日（土）
　　　　午後２時～３時半
クリスマスにちなんだお話をします。
楽しいゲームなど準備してお待ちし
ています。参加は予約制ですので、
12月10日（土）までにお申込みく
ださい。お問合せ、お申込みは南山
城村図書室まで。
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人口・世帯数
（令和４年11月１日現在）3町村人口

和 束 町

〒619-1295 京都府相楽郡
和束町大字釜塚小字生水14番地の2

☎0774・78・3001
FAX0774・78・2799

https://www.town.wazuka.lg.jp/

人　口� 3,612人　
世帯数� 1,693世帯

（減3）
（増1）

笠 置 町

〒619-1303 京都府相楽郡
笠置町大字笠置小字西通90番地の1

☎0743・95・2301
FAX0743・95・2961

https://www.town.kasagi.lg.jp/

人　口� 1,168人　
世帯数� � �597世帯

（減2）
（減1）

南 山 城 村

〒619-1411 京都府相楽郡
南山城村大字北大河原小字久保14番地1

☎0743・93・0101
FAX0743・93・3030

https://www.vill.minamiyamashiro.lg.jp/

人　口� 2,518人　
世帯数� 1,211世帯

（減5）
（増1）

運行日：月・水・金・土
（祝日運行・12月29日～1月3日は運休）

運　賃：最大300円

◦月ヶ瀬口駅発
　8：15 / 10：15 / 13：40 / 15：40
◦加茂駅発
　9：15 / 11：15 / 14：40 / 16：40

【運行状況や忘れ物に関すること】
株式会社キタモリ
☎0595・38・1524

【その他の問合せ】
南山城村総務財政課
☎0743・93・0102 運行状況確認

QRコード

加茂方面のお出かけに。【相楽東部広域バス】好評運行中

 「人権の花」運動をおこないました
　今年も各町村の人権擁護委員のみなさんから京都府の人権の花に指定されている水仙の球根・植木鉢が贈
呈されました。
　「人権の花」運動は、次代を担う子どもたちが、花の球根を協力し合って育てることを通じて、協力、感
謝することの大切さを生きた教育として学び、生命の尊さを実感する中で、人権尊重思想を育み情操をより
豊かなものにすることを目的としておこなうものです。
　笠置町では、10月18日（火）に笠置小学校にて、全校児童と保育所年長組が合同でおこない、贈呈式の
後、水仙の植え込み作業をしました。
　和束町では、10月20日（木）に和束保育園と和束小学校でおこないました。子どもたちが育てたスイセ
ンは来年３月に開かれる人権フェスティバルで展示されますので、ぜひお越しください。
　南山城村では、10月21日（金）に、南山城保育園にて、小学校３・４年生と保育園３～５歳児と合同で
おこないました。小学生からの絵本の読み聞かせの後、園庭で児童と園児が一緒に球根の植え付けをおこな
いました。

南山城保育園にて和束小学校にて

笠置小学校にて


